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●                                                                          ● 

 ◎令和 8 年度定期総会の開催 

   定期総会が５月１0日、宮城野体育館２階会議室で会員数１８1名の内、31名が出席（委任状提出は 70名）し 

  て開催されました。議長に佐々木祥子氏を選出して各議案についての審議が行われました。 

(詳細は議事録を参照) 

      （１)令和 7年度 「事業報告、収支決算報告、特別会計決算報告、監査報告」 について 

      本議案は報告とおり、承認されました。 

   （２）令和 8年度 「事業計画（案）、収支予算（案）、特別会計予算（案）」 について 

      事業計画（案）及び収支予算（案）、特別会計予算（案）について説明が行われ、原案とおり承認されました。 

   （３）その他について 

      佐藤尚志会長より、専門部活動として「フロアバレーボール」の普及に取り組み、視覚障害者と健常者が供に

楽しめる環境づくりと人材育成に努めますとの発言がありました。 

   【体制・人事】  

顧問 ： 志賀 国男                

会長 ： 佐藤 尚志 

副会長 ： 千葉 真理子  戸田 勇治 

事務局長 ： 水野 由香里 

監事 ： 飯田 謙一  山田 稔 

 

 

 

 

  □会長の抱負  （佐藤 尚志） 

日頃より、当協議会の活動に際してご協力ご支援をいただき誠にありがとうございます。 

     さて、令和８年度定期総会各議案をご承認いただいたことに対しまして、重ねて御礼申し上げます。 

特別会計につきましては、今年度も不測の事態に備える予備費として継続し、また記念事業の予算としても引

き続き検討を重ねてまいります。 

今年度支出の項目で「通信費」が全体の 3割を占めている状況にあり、通信費を抑える対策として、今後１年

を目途に情報発信手段を E メール・LINEに移行したいと考えています。そのための講習会などを企画しています

ので、積極的にご参加ください。 

    

 （一社）仙台市障害者スポーツ協会 ニューフェイスの紹介  

よろしくお願いします！                               ・出身地は仙台市です。 

 ・早坂 優子さん               ・アイスホッケー、夏場はインラインホッケーのチームで活動 

（はやさか ゆうこ）               しています。また、フロアボールも楽しんでやっています。  

指導協つうしん

総務部：(部長) 佐藤 望   (副部長)齋藤 幸子 

経理部：(部長) 佐々木 礼弥 

普及部：(部長) 鈴木 勝統 (副部長)山浦 直美  

事業部：(部長) 菅野 公正 (副部長)伊藤 靖隆 

広報部：(部長) 菊地 哲也 
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主な活動状況 

  １０月２３日～２６日に青森県で開催される全国障害者スポーツ大会に向け、今年度もその選考会を兼ねた各競 

技大会が開始されました。指導員の皆さんは、大会に向けての実行委員会や前日の準備作業にも参加して活躍して 

います。 

●令和 8 年仙台市パラスポーツ指導者養成研修会 (ボッチャ審判養成・車いすスラローム審判養成)  

４月１９日(日)  会場：宮城野体育館 障害者アリーナ 

  全スポ選考会を兼ねた競技大会に向けて、審判を担う指導員の知識及び技術向上を目指して上記の研修会が

行われました。参加した皆さんは積極的に研修に臨んでいました。２つの種目とも 20名を超える参加状況でした。 

  

 

 

 

●第６回仙台市障害者ボッチャ大会  (兼 第 2５回全国障害者スポーツ大会選考会)  

準備）４月２４日(金)    大会）４月２５日(土)  会場：宮城野体育館 メインアリーナ 

 今回、大会前に参加選手全員（26名）に対して 「障害区分（出場部門）」 の判定が実施されました。その判定結果 

に基づいて 「立位の部７名、座位の部１５名、（ランプ含む）」 で競技が行われました。オープンの部では４名が競技を 

行いました。指導員の皆さんは主に運営を担当しました。競技審判は宮城県ボッチャ協会の皆さんが担当しました。 

 

   

 

 

 

●第３４回宮城県・仙台市障害者スポーツ大会 アーチェリー大会    

５月１７日(日)      会場：仙台市新田東運動場 アーチェリー場 

リカーブ部門、コンパウンド部門にエントリーした６名が３０ｍダブルラウンドやリカーブ５０・３０ｍラウンドでそれぞれ１２ 

エンド（３６射）を２ラウンド実施し、その合計点で競いました。指導員の皆さんは矢取りや得点の記録などを担当しまし

た。 

 

 

 

 

●第２８回宮城県・仙台市障害者卓球大会 【サウンドテーブルテニス（STT）】 

５月１７日(日)      会場：宮城野体育館 メインアリーナ 

男子７名、女子７名の選手が参加し、それぞれ予選リーグを経てその結果で決勝トーナメントが行われました。 

指導員の皆さんは選手の誘導、ボールパーソン、得点表示などを担当しました。 

 

 

 

 

  ◇広報誌は仙台市障害者スポーツ協会 HP(https://www.sendai-dsa.jp/)の「指導者協議会」のページで公開しております。 
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